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Ｉ． 事業の目的 

当財団は国の社会的ニーズが高い大学理工学分野の学部学生および大学院生に対し、

奨学支援を通して人材の育成を図るとともに、若手研究者の科学技術に関する研究開

発の奨励および助成を行うことにより、わが国の工業の発展と産業における生産技術

の振興を促すことを目的としています。 

今年度は、基本財産株式の増配や好調な資産運用等による財務基盤の強化を背景とし

て、事業予算の規模拡大により、これら公益目的事業の更なる拡充・推進を行ってい

きます。 

 

１）奨学事業：   

人物・学業ともに優秀で修学に支障のない健康を維持しながらも、経済的理由により

修学が困難あるいは支障がある学部学生・大学院生に対する奨学金の給付および指導 

 

２）研究助成事業：  

エネルギーおよび炭化水素有効利用に関連する分野に於ける技術開発・研究開発の奨

励、調査研究の助成を通じた若手研究者への支援 

 

Ⅱ． 事業内容 

1． 奨学事業 

中期収支見通しに基づいた財団の事業拡大方針に沿った奨学事業を展開します。前年

度からの主な変更点は、奨学金給付額を月額一人当たり４万円から５万円に増額する

ことと、一般奨学生（学部・修士課程）の採用枠を２名増枠（北海道大学と名古屋大

学を各１名増枠）し５２名とすることの二点です。給付増額は近年の生活費上昇や授

業料値上げの動きに対応するもの、奨学生採用枠増枠は、指定校間のバランスを是正

することを目的としています。 

 

１）採用計画： 一般奨学生（学部・修士課程）の採用枠を合計５２名とします。一

般奨学生の内訳は、指定１２大学から新規奨学生として３０名、継続奨学生として

２２名を採用します。（注１、注２）また、博士後期課程（以下、博士課程と記載

します）は引き続き若干名の採用とし、予算としては４名程度の採用を見込んでい

ます。 

              本年度計画   前年度実績   増 減（－)   

    前年度からの継続生    ２２名     ３４名   ―１２名 

    本年度の新規採用生    ３０名     １６名    １４名 

    博士後期課程の奨学生    ４名           １名           ３名   

       合  計 注 1･2)    ５６名     ５１名     ５名 

 

注１）大学別内訳は８ページ添付資料のとおりです。 

注２）新規生と継続生の内訳は、奨学生への進路調査に基づく現時点での予

定です。合計５２名採用は変更ありませんが、新規生と継続生の内訳

は変更になることがあります。 

 

 ２）奨学金給付予算額： 今年度より月１万円の増額を前提に、３,３６０万円 

（内、博士課程向け給付予算は２４０万円）とします。 

   給付基準： 月額   一人当たり５万円 年額 一人当たり６０万円 

   給付総額： 年額       ３,３６０万円（最大見込み） 
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３）主要な活動計画（予定）： 

２月１７日    奨学生募集開始 

４月２２日    応募締切 

５月１４－１６日 個別面談（原則は新規生と博士課程のみで対面と WEB の併用） 

６月６日           奨学生選考委員会にて最終選考 

６月６日     理事会にて採用決定 

６月中旬     採用通知 

６月～２月    月例会開催と奨学金の給付（原則毎月２０日） 

 ２０２６年３月上旬 卒業生合同送別会を開催 

 

（１）奨学金を毎月手渡し（月例会席上または面談）で行い、就学や生活状況の確認

やアドバイスを行う 

（２）月例会では大学での研究テーマの発表や身近な話題、時事問題などを話し合う

など、奨学生間の相互交流や自己啓発の機会を持つ 

（３）各地区で奨学生育成・交流促進のための企画を年二回程度実施する 

（４）相互交流を目的として複数地区合同での月例会を年一回開催する 

（５）奨学生交流 WEB ツール「奨学生のひろば」を活用したバーチャル意見交換会 

を実施する（テーマを決めて年二回程度） 
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２.  研究助成事業 

助成事業の仕組み、採択件数等につきましては従来どおりですが、予算の規模、優秀

案件助成金額等について事業規模拡充を図ります。また昨年度より、応募件数減少傾

向に歯止めをかけることを主眼に、募集期間の拡大（従来の６月末～８月末を ５月中

旬～９月中旬に拡大）や推薦大学の増加と１校当りの応募数制限の廃止等を実施しま

した。本年度の募集期間については、募集開始時期の４月中への前倒しを図ります。 

 

募集要項の骨子： 

１）助成対象者と助成目的 : 昨年度からの大きな変更は無く、指定１４大学並びに財

団評議員・理事・選考委員が推薦する大学（推薦大学）のエネルギー関係の研究

を行う大学および研究機関の博士号を有する若手研究者（教授は除く）を対象と

し広く募集を行います。また、女性研究者への支援が重要であるとの財団の考え

方を追記しています。 

 

２）募集対象：指定大学１４校は従来どおり、また推薦大学の決定方法については、

昨年度の１５校をベースとしつつ、選考委員からの推薦および意見等を反映した

ものといたします。なお、一昨年度から推薦大学の 1 校当りの応募件数制限を廃

止しています。 

 

３）助成対象となる研究分野：募集要項の主旨については、前年度からの変更はあり 

  ません。 

 

  基幹技術・先端（先進）技術を問わず以下の研究開発テーマ  

（1） エネルギーに関連する次の分野  

1 エネルギー製造・輸送・貯蔵等に関する研究開発  

2 エネルギー利用効率化に関する研究開発  

3 代替エネルギーに関する研究開発  

4 環境保全や安全向上のための研究開発  

5 エネルギー効率向上等に資する工業材料に関する研究開発  

 

（2） 炭化水素有効利用に関連する次の分野（但し、医薬品関連を除く）  

1 炭化水素誘導体およびその製造法に関わる研究開発  

2 炭化水素をベースとする新素材の研究開発       

 

 

 

 注）当財団は旧ゼネラル石油株式会社からの寄付により設立されたものですが、支援

対象とする研究には石油精製や石油化学のような規模やこれらの産業に資するこ

とを必ずしも求めてはおりません。支援対象とする研究は学術的な成果が期待出

来るものや、その時代の要請に応えるような技術開発研究等であり、脱炭素・低

炭素を支える研究なども積極的に支援しています。 

研究テーマの該当性については柔軟性をもって判断しています。過去に助成を受 

けた研究テーマを年度毎に纏めてＨＰ上に掲載していますので、そちらも参考に

してください。 
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 ４）情報の取扱い：昨年度からの変更は無く、募集要項および財団役員・選考委員等

の就任承諾書に守秘義務を明記しています。 

(1) 応募の際提出の個人情報、技術・研究情報は、選考手続きのみに使用します。 

(2) 助成決定後には、①氏名･所属機関名･職位、②研究課題名･内容、⑤助成金

額、⑥研究成果報告、⑦財団主催の行事等で撮影された写真をＨＰ上に掲載する

以外には公開せず、またこれらの資料も財団の文書管理規程に則り厳重に管理

し、所定の保存期間後には速やかに破棄します。 

(3) 選考委員、事務局を含む全ての財団関係者は提出された情報について守秘義務

を負っております。 

 

５）研究助成予算額：収益および奨学事業とのバランスを考慮し、今年度以降の予算

規模を拡充する計画です。 

 なお、予算総額・助成件数・１件当り助成額については、本年１１月時点で見直

される２０２５年度収支状況を踏まえ、若干の修正が行われる可能性がありま

す。 

（1） 予算総額：     ３,３００万円 （前年度実績２,８５０万円） 

（2） 助成件数：     １８件～２４件 (前年度実績２４件､応募件数４３件） 

（3） 助成額(1 件当り)：  １件当り原則１２０万円 

      *特に優れた研究には増額給付します。(優秀賞：１５０～２００万円) 

（4） 助成期間：      １年間 

 
６）主要な活動計画（予定）： 

２０２５年 ～５月 中旬    研究助成案件の募集開始 

９月 中旬     応募締切 

       ９月 下旬  第１次選考  

１１月 下旬  第２次選考  

１２月 中旬  選考委員会にて最終選考 

同 上    理事会にて助成金受賞者決定､応募者へ結果通知 

２０２６年  ２月 中旬  研究助成金贈呈式を開催（東京） 

 

【参考】 理事会・評議員会開催予定：  

１）理事会（決議事項等）  

２０２５年  ６月 ６日  ・２０２４年度 事業報告及び決算の審議 

                  ・２０２５年度 奨学生最終選考 

    ・評議員・理事・監事の任期満了に伴う改選 

           ・定時評議員会招集に関する決議         １ 

  １２月 中旬 ・２０２５年度 研究助成案件最終選考 

２０２６年  ２月 中旬  ・２０２６年度 事業計画・収支予算の審議 

 

２）評議員会 

２０２５年 ６月２４日 ・２０２４年度 計算書類等の承認 

                          ・２０２４年度 事業報告 

    ・評議員・理事・監事の選任 

以上 
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＜添付資料＞ 

 

奨学生採用計画 大学別内訳表 
 

 

大学名 

継続生 新規 

奨学

生 

2025 

年度 

合計 

奨学生数の推移 

学部 

４年 

修士 

１年 

修士 

２年 

  

計 

2024  

年度 

2023 

年度 

2022 

年度 

北 大  0  1  2  3 1 4   3   3   3 

東北大  0  1  1  2 3 5   5   5  5 

東 大  0  2  2  4 1 5   5   5   5 

東科大  0  0  2  2 3 5   5   5  5 

横国大  0  0  1  1 3 4   4  4  4 

早 大  1  0  0  1 3 4   4   4  4 

慶 大  0  1  2  3 1 4   4   4  4 

名工大  0  0  1  1 2 3   3  3  3 

名 大  0  0  1  1 2 3  2  2  2 

京 大  0  0  0  0 5 5   5 5   4 

阪 大  1  1  1  3 2 5   5  5  5 

九 大  0  0  1  1 4 5  5   5  5 

合 計  2  6 14 22 30 52 50 50 49 

（内、新規採用人数）                           (30)      (16)     (25)      (31)  

 博士課程奨学生           1 名   3 名    4 名   1 名 注 1) 

 
注1) 応募/採用者 4 名のうち、3 名が大学 SPRING 等の公的支援が 6 月に決定した為、 

4-6 月分の給付を以て給付終了となった。 

 
注2) 京大･阪大において、中途退学･９月修了者があったため各１名下期補充を実施し

た。 

 

 

 


